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データ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続して利用できる通信お態は、パケット通信、 64 K データ通信とデー 
夕転送 （ OBEX ™ 通信）に分類されます。 

•パソコンと接続してパケット通信や日 4 K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするには、 
付属の CD - R 日 M からソフトのインス I -ールや各種設定を行う必要びあります。 

• 0 S をアップグレードして使用されている場合の動作は保証いたしかねます。 

•海外でパケット通信を行ラ場合は、 IP 接続で通信を行ってください （ PPP 接続ではパケット通信でさません)。 
また、海外では目 4 K データ通信は利用でさません。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応しておりません。 

• ドコモの PDA 、 musea や si 呂 marion n、sigmarion IE と接続してデータ通信び行えます。ただし 、 musea 
や sigmarion n をご利用の場合は、これらのアップデートび必要です。アップデートの方法などの詳細は、ド 
コモのホームページをご覧ください。 


[データお送 （ OBEX ™ 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



[ F 884 iESI 


FOMA 充電機能付 USB 接続ヶーブル01/02 
microSD 力ード※] 

ドコモケータイ datalink 《2 


詳しくは、『らくらくホン V 取扱説明書』の「データ表示/編集/管理」章をご覧ください。 
《2詳しくは、『らくらくホン V 取扱説明書』の「パソコン接続」章をご覽ください。 


[パ ケット通信 


送受信したデータ量に応じて課金されるため、メールの送受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりとりす 
る場合に適しています。ネットワークに接続していてを、データの送受信を行っていないとさには通信料びかか 
らないため、ネットワークに接続したまま必要なとさにデータを送受信するといラ使いかたびでさます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 FOMA パケット通信に対応したアクセスポイ 
ントを利用して、受信最大 384 Mbps 、 送信最大 64 kbps の高速パケット通信びでさます。通信環境や混雑状況 
の影響により通信速度び変化するベストエフォート方式による提供です。 

画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ー ドなど、データ量の多い通信を行った場合には通信料び高 
額になりますのでご注意ください。 


[64 K データ通信 


データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量の多い送受信を行ラ場合に適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 FOMA 目 4 K データ通信に対応したアクセス 
ポイント、または ISDN 同期日 4 K のアクセスポイントを利用して、データを送受信できます。 

長時間通信を行った場合には通信料び高額になりますのでごを意<ださい。 







































ご利用になる前に 


動作環境 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

USB ポート （USB 仕様1.]/2.0に準拠）を持つ PC/AT 互換機 

OS (各日本語版） 

Windows 2000、 Windows XP、Windows Vista 

(^^'要メモリ^ 

Windows 2000 :目 4MBm 上 Wind 曰 ws XP : ]28MBm 上 

Windows Vista :己上 

八ードディスク容量^ 

己 MB1；I 上の空さ容量 


《 FOMA PC 設定ソフトの動作環境です。パソコンのシステム構成により異なる場合びあります。 

•動作環境によってはご使用になれない場合びあります。また、上記の動作環境しが4でのご使用について、当社 
では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

• メニューび動作する推奨環境は Micros 日 ft Internet Explorer 目.0じ(降 (Windows Vista の場合は、 Microsoft 
Internet Explorer 7.0し如き）です。 CD-R 日 M をセットしてもメニューび表示されない場合は次の手順で操作 
して < ださい。 

① [スタート] 一「ファイル名を指定して実行」を順にクリック 

Wind 日 WS Vis ねのとき：© (スターり 一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を指 
定して実行」を順にクリック 

② 「名前」に次のように入力して[〇口をクリック 
< CD-ROM ドライブ名> : index.html 

《 CD-ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なります。 


CD-R 日 M をパソコンにセットすると、次のような警告画面び表示される場合びあります。この警告は、 
Internet Expl 日 rer のセキュリティの設定によって表示されますび、使用には問題ありません。[はしリをク 
U ックしてください。 

《画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使いのパソコンの環境により異なる場合びあります。 



必要な機器 


FOMA 端末とパソコン外に、次の機器び必要です。 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）または FOMA USB 接続ケーブル（別売) 
-付属の CD-ROM「FOMA® F884iES 用 CD-ROM」 

《パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため利用でさません。 

《 USB HUB を使用すると、正甫に動作しない場合びあります。 
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ご利用時の留意事項 


[インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


パソコンでインターネットを利用する場合、通常ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（じ(降プ□バ 
イダ）の利用料び必要です。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにお支払いいただ 
さます。利用料の詳細は、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス m 日 pera U や mopera びご利用いただけます。 

mopera U はお申し込みび必要な有料サービスです。使用した月だけ月額使用料びかかるプランをご利用いた 
だけます。 FOMA 端末でのインターネット接続には、ブ□ー ドバンド接続オプションなどに対応した mopera 
U のご利用をおすすめします。 

mopera はお申し込みび不要で、月額使用料は無料です。今すぐインターネットに接続したい方に便利なヴー 
ビスです。 


G 接続巧（プ□バイダなど）について 


パケット通信と目 4K データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の接続 
先、日 4K データ通信を行うときは FOMA 目 4K データ通信、またはに DN 同期目 4K 対応の接続先をご利用くださ 
し、。 

• DoPa のアクセスポイントには接続でさません。 


II ユーザー認証について 


接続先によっては、接続時にユーヴー認証び必要な場合びあります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークでI□とパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワードはプ□バイダまたは社内 
LAN など接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い 
合わせください。 


[パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証について 


パソコンのブラウヴを利用してのアクセス認証で FirstPass (ユーヴ証明書）び必要な場合は、付属の CD-ROM 
から FirstPass PC ソフトをインス! -- ルし、設定してください。詳細は付属の CD-ROM 内の『簡易操作マニュ 
アル』をご覽ください。 


H パケット通信および目 4 K データ通信の条件 


曰本国内で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA サービスエ U ア内であること 

-パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA パケット通信に対応していること 
-日 4K データ通信の場合、接続先び FOMA 目 4K データ通信、または ISDN 同期目 4K に対応していること 
《上記の条件び整っていてを、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりするとさは通信でさない場合 
びあります。 
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データ面送 （ OBEX ™ 通信）の準備の流れ 


FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）をご利用になる場合には、 FOMA 通信設定 
ファイルをインス I ^ールしてください。 

FOMA 通信設定ファイルをダウン□—ド、インストールずる 
• 付属の CD - ROM か！5インス I ル 
または 

• ドコモのホームページか!5ダウン□ー ドし、インストール 


つ ■ータき占送 


データ通信の準備の流れ 

パケット通信および 64 K データ通信を利用する場合の準備について説明します。 

① FOMA 通信設定ファイルをダウン□-ド、インストールずる一 P 6 
• 付属の CD - ROM か！5インストール 
または 

• ドコモのホームページか!5タウン□ー ドし、インストール 


③パソコンと FOMA 端末を接続ずる一 P 曰 

▼ 

⑤ FOMA 通信設定ファイルを確認ずる一 P 8 
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[FOMA 通信設定ファイルについて 


パソコンと接続してパケット通信または目 4 K データ通信を行ラには、 FOMA 通信設定ファイルをインストール 
する必要びあります。 


[FOMA PC 設定ソフトについて 


付属の CD - ROM から FOMA PC 設定ソフトをパソコンにインス I ルすると、パケット通信または目 4 K データ 
通信を行うために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単に操作でさます。 


[インス I -ール/アンインス I -ール前の注意点 


•操作を始める前に他のプ□グラムび稼動中でないことを確認し、稼動中のプ□グラムびある場合は終了してく 
ださい。 

• FOMA 通信設定ファイルや FOMA バイトカウンタ 、 FOMA PC 設定ソフトのインス I -ール/アンインストール 
を行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持つたユーヴーで行つてください。それ！; I 外のユーヴーで行ラと 
エラーになる場合びあります 。 Windows Vista の場合、「ユーヴーアカウント制御」画面び表示されたとさ 
は、「許印または[続行]をクリックするか、パスワードを入力して [0 K ] をクリックしてください。パソ 
コンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカやマイク□ソフト社にお問い合わせください。 
•パソコンの操作方法、管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覽ください。 


パソコンと FOMA 端末を接続する 


•パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接続してください。 

•初めてパソコンに接続する場合は、あらかじめ FOMA 通信設定ファイルをインストールしてくださし、 - P 6 


USB ケーブルで接続する 


• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 0] /02は別売りです。 

•本マニュアルでは、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 0] での場合を例に説明しています。 

] USB ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 
2 USB ケーブルのパソコン側をパソコンの USB ポートに差し込む 

• FOMA 通信設定ファイルのインス!-ール前にパソコンに接続した場合は、 USB ケーブルび差し込まれ 
たことを自動的に認識してドライバび要求され、ウィヴード画面び表示されます。その場合は 、 FOMA 
端末を取り外します 。 Windows 2000 、 Windows XP ではウイヴード画面で[キャンセル]をクリツ 
クして終了してください。 



• パソコンと FOMA 端末び接続されると、 FOMA 端末の待受画面にホび表示されます。 


5 










[; 取り外しかた 


USB ケーブルのコネクタのリリースボタンを押し（①)、 FOMA 端末か5引き抜 
く（②） 



2 パソコンか 5 USB ケーブルを引き抜く 

お知らせ- 

- FOMA 端末から US 目ケーブルを抜さ差しする際は、コネクタ部分に無理な力びかからないよラにを意して<ださい。 
取り外すときは、必ず U U - スボタンを押しなびら水平に引さ抜いてください。無理に引き抜こうとすると故障の原因 
となります。 

-データ通信中に US 目ケーブルを外さないで<ださい。データ通信び切断され、誤動作やデータ消失の原因となります。 


FOMA 通信設定ファイルをインストールする 


FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行ラには、 FOMA 通信設定ファイルび必要です。 
使用するパソコンに FOMA 端末をネリめて接続する前に、インス I ルしておきます。 


[ FOMA 通信設定ファイルをインストールする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前のま意点」をご覽ください。一 P 己 
•操作4まで FOMA 端末を接続しないでください。 

〈例 〉 Windows XP にインストールずるとき 

] CD-R 日 M をパソコンにセット 
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[データリンクソフト-各種設定ソフト] 一 「 FOMA 通信設定ファイル ( USB ド 
ライパ’)」の r インス!-ール」を順にクリックし、表示されるウィンドウか5 
rF 884 iESst . exeJ アイコンをダブルクリック 



[インストール開始]をクリック 



FOMA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージび表示された！5、 FOMA 端末 
をパソコンに接続 

p — • FOMA 端末は電源び入った状態で接続してくださ 

FOMA F 朗 4iES の雷防) N 後、 FOMA USB 掉倚ケーブルで;むコンIこ巧続してください。 し、0 

y キャンたル！I 


インス!ル完了画面で [0 K ] をクリック 



• 続いて FOMA バイトカウンタをインストールします。 FOMA バイトカウンタとは、携帯電話とパソコ 
ンを接続してデータ通信を行った際の、データ通信料金の概算を把握するソフトウェアです 。 FOMA 
バイトカウンタび稼働しているときは、終了させてください。 

「 F 日 MA バイトカウンタセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 
「注意事項」をお読みの上、[次へ]をクリック 

r 使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意する場合は「使用許諾 
契約の全条項に同意します」を選択し、[次へ]をクリック 








































9 「インストール巧の選択」画面でインストール巧を確認して[次へ]をクリック 

•変更する場合は陵見をク IJ ックし、任意のインストール先を指定して [0 K ] をクリックします。 

10 [インス!ル]をクリック 
11 [完了]をク U ック 

12 にのをクリックし、ご利用に合わせてオプション設定を行う 

• オプション設定の方法や、 FOMA バイトカウンタの使いかたについては、 『FOMA バイトカウンタ操作 
マニュアル』をご覽ください。 

お知らせ- 

-インストールには数分かかる場合びあります。 

- Windows を再起動する旨のメッセージび表示された場合は、画面の指示に従い再起動して<ださい。 

-データ通信中にインス I -ールを行わないでくださし、。 


r FOMA 通信設定ファイルを確認する _ ] 

• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はでさません。 

〈例〉 Windows XP で確認するとき 

1 [スタート] 一「コント□ールパネル」一[パフオーマンスとメンテナンス]ア 
イコンー[システム]アイコンを順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」から「コント□ールパネル」をクリックー[システム]アイコンを 
ダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「デバイスマネージャ」 
を順にクリック 

操作3に進みます。 

2 [八ードウエア]タブをクリックー[デバイスマネージャ]をクリック 
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3 各デバィスの種類をダブルクリック^次のデバィス名び登録されてぃることを確 



デノ（イスの種類とデノ（イス名は次のとおりです。 
表示される順番は 0 S により異なります。 

- USB (Universal Serial Bus ) またはユニバー 
サルシリアルバスコント□ーラ： 

FOMA F 884 iES 
-ポート （COM と LPT ) : 

FOMA F 884 iES Command Port ( COMx ) 《 
FOMA F 884 iES OBEX Port ( COMx ) ^ 

-モデム ： FOMA F 884 iES 
《 X はパソコンの環境により、異なった数字び表 
示されます。 


通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインス!-ール前の注意点」をご覽ください。一 P 己 
•操作の前に、パソコンから FOMA 端末を取り外してください。 

〈例 〉 Windows XP でアンインストールするとき 

I [スタート] 一「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」 から 「コント□ールパネル」をクリックー[アプリケーションの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□ールパネル」一「プ□グラムのアンインストール」を順にクリック 

9 「プ□グラムの追加と削除」画面で 「FOMA F 884 iES USB 」 を選択して陵要 
と削除]をクリック 

■ Windows 2000のとき 

「アプリケーションの追加と削除」画面で 「FOMA F 884 iES USB 」 を選択して[変更と削除]をク 
IJ ック 

■ Windows Vista のとき 

「プ□グラムのアンインストールまたは変更」画面で [FOMA F 884 iES USB 」 を選択して「アンイ 
ンストールと変更」をクリック 

ク 「FOMA F 884 iES Uninstaller 」 と表示されていることを確認して[はしリを 
d クリック 

ドライバのアンインストールを開始します。 



4 ドライバのアンインス!ル中画面の表示後に [0 K ] をクリック 

お知らせ- 

•削除画面で 「 F 0 MAF 884 iES USB 」 び表示されていないときは、再度 「 FOMA 通信設定ファイルをインス!ルす 
る」の操作を行った後に、アンインストールを行ってください。一 P 目 
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FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する 

FOMA PC 設定ソフトを利用すると、簡単な操作で通信の設定び行えます。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 FOMA データ通信用ダイヤルアップの作成を行い、同時に通信設定最適化など 
を行います。 

通信設定最適化 

パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に活用するには、通 
信設定最適化び必要になります。 

接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信を行ラ際に必要な接続先 ( APN ) の設定を行います。接続先には通常の電話番号は使用しませ 
ん。あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN と呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号 （ cid ) を接続 
先電話番号の入力欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cid の]には m 日 pera に接続するための APN 
「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 び登録されていますび、その 
他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は APN 設定び必要です。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I -ールする 


• 旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト、バージョンび4.0 .0 より前の FOMA PC 設定ソ 
フトをインストールされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアンインストールしてください。 

FOMA PC 設定ソフトのバージョンを確認するには 、 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で「メニュー」をク 
リックー「バージョン情報」をク U ックします。 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面の表示方法^ド12「かんたん設定でパケット通信を設定する」の 「mopera 
U / mopera を利用する場合」操作1 

•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覽ください。一 P 己 

〈例> Windows XP にインストールずるとき 

] CD - R 日 M をパソコンにセット 
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[データリンクソフト•各種設定ソフト] 一 「FOMA PC 設定ソフト」の「イン 
ス I -ール」を順にクリック 



-「インストール」をク U ックすると、次のよラな警告画面び表示される場合びあります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって表示されますび、使用には問題ありません。廣行] 
または[実行する]をクリックしてください。 

《画面はお使いのパソコンの環境により異なる場合びあります。 

《「発行元」に「不明な発行者」と表示されますび、使用には問題ありません。 


フ7イルのタウン□ー ド- t キュリティの普告 


このファイルを実巧またはななしますか？ 

n を前： set 叩_4.0 .0.exe 

種辨アブリケーンヨン1.的 MB 
掛言元： E：¥FOMA_PCSET 

し 実行(段 ~ 1 [ ~巧巧ち)~ ) If 军夺雨口 


( iJ 去を？:す巧胤基]ミあり誓努【氯 J 票る信接をきない:^も、(结满をゥ去量寶 

W 巧したり巧巧したりしないでくだぞい。 を'除件の巧巧 


インストールを開始するかどうかの確認画面で[はい]をクリック 

「FOMA PC 設定ソフトセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 

r 使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意する場合は[はい]を 
クリック 

-[いいえ]をク U ックし、[はい]をクリックすると、インストールを中止します。 

■ Windows Vista のとき 

操作7に進みます。 

「セットアップタイプ」画面で「タスクトレイに常駐する」を選択して[次へ] 
をク U ック 

セットアップ後、タスクトレイに「通信設定最適化」び常駐します。 - P 25 
-インストール後に常駐の設定は変更でさます。 

r インストール巧の選択」画面でインストール巧を確認して[次へ]をクリック 

•変更する場合は[参照]をク U ックし、任意のインストール先を指定して [ OK ] をク U ックします。 



発行元を巧里できませんでしを n この y フトウ:!アをま巧しますか？ 

を前： setuD 4.0.0.exe 
発巧元：す巧ね発行を 


[ 実巧する(巧 け美巧備い昭 

續 粥 S 總1盤顯巧元のリ 


2 


3 4 5 


6 
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r プ□グラムフオルダ」のフオルダ名を確認して[次へ]をクリック 




7W ラムフががを): 




• 変更する場合はフオルダ名を入力し、[次へ]をク 
U ックします。 


9 [完了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動します。このまま各種設定に進みます。 

お知らせ- 

-旧 W-TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト、 FOMA PC 設定ソフトびインス I -ールされている場合は、 
インストールを中断する旨のメッセージび表示されます。 [0 K ] をク U ックし、プ□グラムの追加と削除またはアプ U 
ケーシヨンの追加と削除から、これらのソフトをアンインス！-ールしてください。 

•インストールの途中で[キャンセル]や[いいえ]をク U ックした場合は、インストールを中断する確認画面び表示さ 
れます。インス!-ールを継続する場合は[いいえ]をク U ックしてください。中断する場合は[はい]をク U ックし、 
[完了]をク U ックしてください。 


かんたん設定でパケット通信を設定する 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表示される内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単に FOMA 
用ダイヤルアップを作成でさます。 

•操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 - P 5 
• Windows Vista をお使いの場合は、一部画面び異なります。 


[ mopera U/mopera を利ちずる場合 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック^ [かんたん設定]をク 
U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
- [かんたん設定]を順にクリック 
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「パケット通信」を選択して[次へ]をクリック 


?パケット組!， 

"ケツト巧悟は、通信時間や巧巧に既巧ねく送ま慢されたデータさになじて料をが 
訪ま:される巧情方巧です。坂ス 384kbps> 

〜 バケツト溫言 (HIGH-SPEED 巧応端末） 

バケツト巧悟は、ほ信時間や巧巧に班巧ねく送ち情されたデータ畳に]応じて料をぴ 
託をされる巧情方巧です。（を六 3.6Mbps) 


m 


キャン t ル」 


rrmopera UJ への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
をク U ック 


端を占飄墙觀.目雜)ターネ邏臟ます。 


ご契巧不丢で、苗単にインターネット巧轿び巧えます。 


〜その他 

FOMA デ-夕通信巧なプ□バイク’や、な巧 LAN (こ巧爲します。 


パき稀を巧巧します。 


X FOMA 端末の巧続を巧記 L てください。 

ご ’I 

HIGH-SPEED 巧応滿ホの;巧■ット谢 f 速度Iこついて 
ITm 叩 era UQ に巧続した巧合は、下り最巧 3.6Mbps、 上り最ホ 384kbps です。 

Fmop が a ぶこ巧続した巧合は、上り/下りともIこ長六 384kb がです。 

^mopera U/m 叩 eralU かの巧続方;'ちなどについては、をブロパイタ • へご確記ください。 


「『mopera U 』 への接続」を選択して炊へ]を 
ク U ックすると、ご契約の確認メッセージび表示 
されます。ご契約びお済みの場合、[はい]をク 
U ックします。 


<戻る也みへ祖い ] キ*ンセル」 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 


r 接続名」に任意の接続名を入力^「設定しない（推奨)」または「18目を付加 
する（通知する)」を選択一 r 接続方式」を選択^ [次へ]をクリック 


バケット溫言設ミー 
巧続名： 


「FOMA 


モデムを： [FOMA 巧 84iES 

発信を番号巧知： 广186をけ加する01かする） 

广184を巧加する站か Ui： い） 
任設走しねい雕裝） 


離こ SEW 鶏^ 

ご丰师の FOMA 端末にな b て m 叩 era U に最適がリ亂度げ自めで設定されています。 


「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:ネ？!く> 1" 

「発信者番号通知」は、海外で利用する場合、「設 
定しない（推奨)」を選択してください。 

「接続方式」は、 m 日 pera U は 「 PPP 接続 」、 「IP 
接続」両方に対応しています。 mopera は 「PPP 
接続」のみに対応しております。海外で利用する 
場合は 「 IP 接続」を選択してください。 


キゎ t ル」 


2 


3 


4 5 
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r 使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 
[次へ]をクリック 

操作8に進みます。 


んたん設ち 


ほ 用可能 ユーザーの 进お - 

この操商を辛 I 踊できるユーザーをおちしてください 
巧 ザへての：!ーザー 



「ユーザの•バスワード設定- 


ユーザの•バスワードをも持ちの方は入力してください。 



ロバスワードが綿する 


• 「ユーヴの」「パスワード」は空欄でをかまいませ 
ん。 


キャンたル J 


r 最適化を行う」び選択されていることを確認して[次へ]をクリック 



• 既に最適化されている場合、この画面は表示され 
ません。 


r 設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[ OK ] をクリック 

設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨のメッセージび表示され 
た場合は[はい]をク U ックしてください。 

通信を実行する^ド23 
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r その他のプ□バイダを利用する場合 

〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック^ [かんたん設定]をク 
U ツク 


■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
- [かんたん設定]を順にクリック 



2 「パケット通信」を選択して[次へ]をクリック 
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「その他」を選択して[次へ]をクリック 



[FOMA 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 
r 接続名」に任意の接続名を入力^腊続巧 （ APN ) 設定]をクリック 

-「発信者番号通知」の設定については、プ□バイダ 
などから提供された各種情報に従ってください。 
なお、海外で利用する場合、「設定しない」を選択 
し、階続先 ( APN ) の選択」は、 「 IP 接続」を選 
択してください。 

-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:求？!く> 1" 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
U ックし、各種情報を登録してください。 


巧続る： 

モデムを： |FOMA F 班 4iES 

巧続を (APN) の度巧： |m 叩 era.ne. が PPP 括撤 


つ 

巧続先 (AP 峭綻… I 

を f 言をま号巧が： 广186をげ加する诚がする， 

广1目4を巧加する Gi 夫日しねい） 

試ミしねぃ 

詳細话郎の設ち..I 


キヤンたル 


[追加]をクリック 

番号 （ cid ) 1には mopera に接続するための APN 「 m 日 pera . ne . jp 」 び、3には m 叩目旧 U に接続するた 
めの APN rmopera . net 」 び設定されています。き号 （ cid ) 2または4〜10に接続先 ( APN ) を設定 
して < ださい。 


「巧精先 (APN) の設ミー 


在号 (cid> 1巧続が APN) 

1巧協ち式1 

3 mopera.net 

I哺為 


__巧力 D... 」 _ fsm... J _ 肖 1] 除」 


キャン12ル J 


3 


4 5 


6 
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r 接続巧 ( APN ) J にプ□バイダなどの FOMA パケット網に対応した接続巧 
( APN ) を正しく入力一 r 接続方式」を選択一 [ OK ] をクリック 



-階続先 （ APN )」 には半角文字で、英数字、八ィ 
フン（-)、ピリオド （.） のみ使用できます。 


[ OK ] をク U ック 



r 接続巧 （ APN ) の選択」の接続巧名を確認して[次へ]をクリック 

階続先 ( APN ) の選択」には、操作7で設定した r 接続先 （ APN )」 と「接続方式」び表示されます。 
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in r 使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入 
V カー [次へ]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「ユーザの」を入力一「パスワード」を入力一[次へ]をクリック 

操作] 2に進みます。 


「ほ 田可能ユーヴ ーの 逆折一 


この 搭爲対阳で釣 ユーザーが 旨定してください 
-すべての ユーザー 


• 「ユーヴの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、ル文字など 
にを意し、正しく入力してください。 



ユーザ ID-" スワード柿持ちの方は入力し口ださい。 




P "スワ—側祐する 


<戻る粗」みへ狙)〉 ] キ*ンたルI 
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r 最適化を行う」び選択されていることを確認して[次へ]をクリック 



• 既に最適化されている場合、この画面は表示され 
ません。 


12 


r 設定情報」を確認して[完了]をクリック 


この内容でよろしければ、完了ボタンを巧してください。 


枢忍巧吕 帕 

巧続方;'去 パケット巧情 

巧待先 その他 

巧続さ！ FOMA 

モデムる FOMA F884iES 

巧摄先 (APN〉 る XXXXXXX 

猫言ち毎号の嫩口 設定しない 

ほ巧可能 ユーザー すべての ユーザー 


立ーザの 
パスワードの巧な 
現なの巧信 i ちち i 


. する 

現なの巧信 i さち最巧化げおが最巧化 
通信設定最通化 FOMA 喘ホ用に最洒化する 

…一心 PPP 拽綻 


ロデスクトクプじ巧かルアップのショ-トカツトを巧がする I 


キヤンたル 


13 [0 K ] をク U ック 

^ 設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨のメッセージび表示され 
た場合は[はい]をクリックしてください。 

通信を実行する^ド23 
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かんたん設定で 64 K データ通信を設定する 


[ mopera U / mope 「 a を利用ずる場ち 

〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック^ [かんたん設定]をク 
U ツク 


■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
- [かんたん設定]を順にクリック 



2 「目 4 K データ通信」を選択して[次へ]をクリック 
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3 


rrmopera UJ への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
をク U ック 



な S 削磯飄堪觀蟲雜 i 雜)ターゎ偶謹まます。 


广 叩 eraJlA の括简 

ご契約す里で、巧単にインターネット巧続び巧えます。 

广その化 

FOMA デ-夕巧信巧なブ□バイ巧や、な巧 LAN (こ巧爲します。 

《mope 巧 U/m 冲が aW かの巧続方るなどについては、各ブロパイザへご掩詔ください。 


固 


•「『mopera U 』 への接続」を選択して[次へ]を 
ク U ックすると、ご契約の確認メッセージび表示 
されます。ご契約びお済みの場合、[はい]をク 
U ックします。 


<戻る也」みへ地> ] キみセル I 


4 「接続名」に任意の接続名を入力一「モデムの選択」び 「FOMA F 884 iES 」 に 
設定されていることを確認一「設定しない」または「18目を付加する（通知す 
る）」を選択^ [次へ]をクリック 

-「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:求？!く> 1" 


5 「使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 

■ Windows Vista のとき 
[次へ]をクリック 




• 「ユーヴの」「パスワード」は空欄でちかまいませ 
ん。 
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も 「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



7 [0 K ] をクリック 

通信を実行する^ド23 


[その他のプ□バイダを利用する場合 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
-[かんたん設定]を順にクリック 
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2 「64 K データ通信」を選択して[次へ]をクリック 



3 「その他」を選択して[次へ]をクリック 



4 「接続名」に任意の接続名を入力一「モデムの選択」び 「FOMA F 884 iES 」 に 
設定されていることを確認^「電話番号」に接続巧の電話番号を半角で入力^ 
[次へ]をクリック 



-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:ネ？!く> 1" 

-「電話番号」はプ□バイダなどから提供された情報 
を基に正しく入力してください。次の文字（半角 
文字）と半角空白び使用でさます。 

0] 234己 6789 ABCDPTWabcdptw !@$-.()+ 
*# ぶ 

-「発信者番号通知」の設定については、プ□バイダ 
などから提供された各種情報に従つてください。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
U ックし、各種情報を登録してください。 
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5 r 使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入 
カー[次へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 

「ユーザの」を入力一「パスワード」を入力一[次へ]をクリック 



• 「ユーヴの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供されたを種情報を、大文字、ル文字など 
にを意し、正しく入力してください。 


も 「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



T [ OK ] をクリック 

通信を実行する^ド23 


通信を実行する 


通信の実行や切断について説明します。 


〈例 〉 Windows XP で実行ずるとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ド己 
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2 デスクトツプの接続アイコンをダブルクリック 


Windows Windows Windows 

XP 2000 Vista 

■ Windows XP のスタートメニューか! 5 接続ずるとき 

[スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して r ネッ 
トワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows 2000のスタートメニューか！5接続ずるとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」^「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアップ接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のスタートメニューか!5接続するとき 

©(スタート）一「接続先」を順にクリックー接続先を選択して限続]をクリック 

3 「ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一[ダイヤル]をクリック 

• mopera U または mopera を利用する場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
• 設定中に「ユーヴー名」の入力や「パスワード」 
の保ををした場合、入力は不要です。 

-接続完了画面び表示された場合は [0 K ] をクリッ 
クしてください。 



FOMA' 



固 


接続アイコンび表示されていない場合は、次のスタートメ 
ニューからの接続方法を利用してください。 


お知らせ- 

• FOMA 端ホには、パケット通信を実行すると発信中画面び、日 4 K データ通信を実行すると呼出中画面び表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 


IV ケット通信中 


女 


パケット通信のとさ 


64 K データ通信中 


27秒 

)(8701 

64 K データ通信のとさ 


-パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合びあります。 

-通信を実行する場合、アイコン作成時の FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 
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r 通信を切断する 


パソコンのブラウヴを終了しただけでは切断されない場合びあります。確実に切断するには、次の操作を行って 
<ださい。 


〈例 〉 Windows XP で通信を切断するとき 

] タスクトレイのザをクリックー[切断]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

タスクトレイの齒をちクリックー「切断」を選択して切断ずる接続先をクリック 



パケツト通信の設定を最適化するく通信設定最適化> 


通信設定最適化とは 、 Windows 2000 、 Windows XP をお使いの場合に、 FOMA ネットワークでパケット通 
信を行う際に TCP / IP の伝送能力を最適化するための TCP パラメータ設定ツールです。 FOMA 端末の通信性能を 
最大限に活用するには、この設定び必要です。 

通信設定最適化を利用してパソコンのパケット通信の設定を FOMA ネットワーク用に最適化する方法と、最適化 
を解除する方法について説明します。 

•海外でパソコン接続を行ラ場合には、通信設定最適化を解除してからご利用ください。 


「 Windows XP での最適化の設定と解除 _| 

Windows XP の場合は、ダイヤルアップごとに最適化でさます。 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[通信設定最適化]をク 
U ック 


■ タスクトレイから通信設定最適化を起動するとき 
タスクトレイの图をクリック 
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次の操作を行う 


■ システム設定び最適化されていないとさ 

① r 通信設定最適化」画面で[最適化を行う]をクリック 



「 FOMA 端末（受信最大 384 kbps )」 び選択 
されていることを確認します。 


③最適化するダイヤルアップを選択して误行]をクリック 
③に K ] をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化び実行されます。 


■ システム設定が最適化されているとを 

内容を変更する場合は設定を行って<ださい。 



■ 最適化を解除ずるとを 

-目 4 K データ通信を行ラ場合や、 FOMA 端末！; I 外で通信を行ラ場合などに解除します。 

① r 通信設定最適化（ダイヤルアップ作成）」画面で解除するダイヤルアップの「最適化」欄の 13 を 
ク IJ ック 

-「最適化」欄の「する」び非選択 （□) になったことを確認します。 

③[実行]をクリック 
⑨に K ] をクリック 


3 画面に従ってパソコンを再起動 

^ 設定を有効にするには、パソコンの再起動び必要です。[いいえ]を選択したとさは、次回起動後に設定 
び有効になります。 
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[Windows 2000での最適化の設定と解除 


I [スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選 
択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[通信設定最適化]をクリック 

■ タスクトレイから通信設定最適化を起動ずるとき 
タスクトレイのをクリック 
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次の操作を行う 

■ システム設定び最適化されていないとさ 
①[最適化を行う]をクリック 


P 巧信設定最適化 


誓ツ匿誦するため、バリコン内編設ミぞ居迪 


- 「 F 日 MA 端末（受信最大 384 kbps )」 び選択 
されていることを確認します。 


現を、 FOMA バケツト用こ最媪ヒされていません。 


居 . ぉ:®■ヒぞ f すろ' . J 

r FOMA HIGH-SPEED 巧な端ホ麽 ff 最ホ 3.6Mbps) 

FOMA 端末该信をホ 384kbps) 

魏ぞ巧わず開じる J 


②に K ] をクリック 
■ システム設定び最適化されているとき 

-日 4 K データ通信を行ラ場合や、 FOMA 端末しソ外で通信を行ラ場合などに解除します。 

①[最適化を解除する]をクリック 


pii 信設定最通化 


機誓ツ匿柳用れため、バリコン内浦言設藤 


- 「 FOMA 端末（受信最大 384 kbps )」 び選択 
されていることを確認します。 


I 現を、 FOMA 端末用こ最適化されています。 

H ……ぉ巧化窗ぉ降ずる………|| 

广 FOMA HIGH-SPEED 巧な端末资信最大 3.6Mbps) 

(7 FOMA 端末该信を六泌 4kbps) 

ををを巧わず閱じる J 


②に K ] をクリック 


3 画面に従ってパソコンを再起動 

^ 設定を有効にするには、パソコンの再起動び必要です。[いいえ]を選択したとさは、次回起動後に設定 
び有効になります。 
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「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 
接続巧 ( APN ) の設定を行う 


括ちホ(みドが設ち 



■ 接続先 （ APN ) を追加するとさ 
[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続先 （ APN ) を編集-修正するとを 

編集•修正する接続先 （ APN ) を選択して[編集]をクリック 


接続巧 （ APN ) を設定する 


パケット通信を行ラ場合の接続先 ( APN ) を設定します。 

♦操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 - P 5 
♦接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録き号 （ cid )] 〜10に設定できます。お買い上げ時、 cid の]には mopera 
に接続するための APN 「 m 日 pera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための APN 「 m 曰 pera . net 」 び設定 
されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cicl 2 または4〜] 0に APN を設定します。 
♦接続先 ( APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

〈例> Windows XP で設定ずるとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー腊続巧 （ APN ) 設定] 
をク U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー限続先 （ APN ) 設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一腺続先 （ APN ) 設定]を順にクリック 



2 3 
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■ 登録済みの接続先 （ APN ) を削除ずるとを 

削除する接続先 （ APN ) を選択して[削除]をクリックー [0 K ] をクリック 

• 番号 ( cid ) の1と3に登録されている接続先 ( APN ) は削除できません。肖 Ij 除を実行して FOMA 
端末に設定を書さ込んだ場合でを、実際には削除されず元の設定に戻ります。 

■ ファイルへ保存ずるとさ 

「ファイル」をクリックー r 名前を付けて保を」または「上書き保を」をクリック 

• FOMA 端末に登録された接続先 ( APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 ( APN ) 
設定を保をするとをに利用します。 

■ ファイルから読み込むとさ 

「ファイル」をクリックー「開く」をクリック 

• パソコンに保をされた接続先 （ APN ) 設定を再編集したり、 FOMA 端末に書さ込みをしたりすると 
さに利用します。 

■ FOMA 端末から接続先 （ APN ) 情報を読み込むとを 
「ファイル」をクリックー 「 FOMA 端末から設定を取得」をクリック 

• FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された接続先 ( APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末に接続先 （ APN ) 情報を書き込むとさ 

[ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリック^ [はい]をクリック 

• 表示されている接続先 ( APN ) 設定び FOMA 端末に書さ込まれます。 


■ ダイヤルアップを作成するとき 

① 追加、編集した接続先 （ APN ) を選択して[ダイヤルアップ作成]をクリック 

「 FOMA 端末設定書さ込み」画面び表示されます。 

② [はい]をクリックー [ OK ] をクリック 

「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画面び表示されます。 

③ r 接続名」に任意の接続名を入力一[ユーザ ID •パスワードの設定]をクリック 

-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使用でさません。また、次の記号（半角文字）は 
使用でさません。 

¥/:求？! く> r 

-発信者番号通知の設定については、プ□バイダなどから提供された各種情報に従って<ださい。 

-「18目を付加する（通知する)」を選択すると、通信実行時に発信者番号を通知します。 

④ r 使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入力一 [ OK ] をクリック 
Windows Vista のとき：「ユーザ ID 」 を入力一「パスワード」を入力一 [ OK ] をクリック 

• mopera U または mopera を利用する場合、「ユーヴ D 」 「パスワード」は空欄でをかまいません。 
-プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指示されている場合は、「パケット通信用ダイヤ 
ルアップの作成」画面で[詳細情報の設定]をク U ックし、各種情報を登録後、 [0 K ] をクリッ 
クして < ださい。 

⑥に K ] をクリック^にのをクリック 


お知らせ- 

•接続先 （ APN ) 設定は FOMA 端末に登録される情報のため、異なる FOMA 端末（故障修理により交換された端末など） 
を接続する場合は、 APN を登録し直して<ださい。 

•パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同じ APN の登録番号 （ cid ) を FOMA 端末に登録 
して < ださい。 


29 




FOMA PC 設定ソフトをアンインス I -ールする 


•操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール前の注意点」をご覽ください。一 P 己 


r アンインストールを実行ずる前に _ I 

タスクトレイに國び表示されている場合は、國をちク U ックし、「終了」をク U ックして、通信設定最適化の常 
駐を解除してください。 


[アンインス I ルずる 


〈例 〉 Windows XP でアンインストールずるとき 

1 [スタート] 一「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」 けら 「コント□ールパネル」をクリックー[アプリケーションの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□ールパネル」一「プ□グラムのアンインストール」を順にクリック 

2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[削除]をクリック 

■ Windows 2000のとき 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[変更と削除]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して「アンインストール」をクリック 



3 完全に削除するかどうかの確認画面で[はい]をクリック 

W FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始します。 



■ 最適化されている場合に解除するとさ 

解除するかどうかの確認画面で[はい]をクリックー「再起動の確認」画面で今ずぐ再起動するかど 
うかを設定^ [完了]をクリック 

• 最適化の解除はパソコンの再起動後に行われます。 
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[完了]をクリック 
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FOMA PC 設定ソフトを利用しない通信を設定する 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに、ダイヤルアップ接続の設定を行ラ方法について説明します。 


ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


データ通信の準備の流れ^ド4 
/- 


接続先 （ APN ) を設定ずる^一 P 31 

• 接続先び mopera U または mopera の場合、設定は不要です。 



発信を番号の通知/非通知を設定ずる^^ド33 

• 必要に応じて設定してください。 



ダイヤルアップネットワークの設定をずる 1 

ご使用の OS 

Windows Vista 

Windows XP 

Windows 2000 

接続先の設定 

TCP / 口設定 

V - 

P 3 已 

- 号 - 

P 36 

P 38 

- 平 - 

P 40 

P 41 

- ▼ - 

P 44 

J 


《パケット通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必要です。 

ここでは Windows 2000 、 Windows XP に添付されている「八イパーターミナル」を使った設定方法を説 
明します。 Wind 日 WS Vista は「八イパーターミナル」に対応していません。 Wind 日 ws Vista の場合は、 
Windows Vista 対応のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってくださ 
い）。 


接続巧 （ APN ) を設定する 


H 接続先 （ APN ) と登録番号 ( cid ) について 


パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 （ cid )] 〜] 0に設定でさます。お買い上げ時 、 cid 
の]には m 叩 era に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には m 叩 era U に接続するための APN 
「 mopera . net 」 び登録されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cicl 2 または4〜] 0 
に APN を登録します。 

•接続先 ( APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

•接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話帳 
と比較すると、次のよラになります。 


接続先の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 ( cid ) 

登録番号（メモ U 番号） 

APN 

相手の電話番号 


•登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 
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r 接続巧 （ APN ) を設定する 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド己 

9 [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム 」 （Windows S 000 の場 S ホ 
「プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「八イパーターミナ 
ル」をクリック 


3 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力^ [ OK ] をクリック 


ち每巧しぃ诘椅 

る前を入力し、アイエ / を涅んでください： 
るお ( ぶ： 

IXXX 
アイコンの： 


国寒急嗎嚷圃巧刻 


J I キャンセル I 


-「名前」に次の記号（半角文字）は使用でさません。 

¥/:求？く> 1" 


4 「電話番号」に実在しない電話番号（「0」など）を入力^ r 接続方法」び 
[FOMA F 884 iESJ に設定されていることを確認一 [ OK ] をクリック 



「市外局番」はパソコンの環境により異なります。 
接続先 ( APN ) の設定とは関係ありませんので、 
変更不要です。 


5 「接続」画面で[キャンセル]をクリック 
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6 



接続巧 （APN) を 「AT+CGDC 日 NT= く cid> ，"く PDP_TYPE>"，" く APN>"」 
のお式で入力^回 

< cid > : 2または4〜10の範囲で任意の番号 

く PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :接続先 （ APN ) 



• + CGDC 0 NT コマンドー P 己3 「 AT コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力してを画面に表示されない場合 
は、 ATE ] と入力し、1±^を押します。 


roKj と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック^「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 



漏ちのま示な）巧悟を）おをの A ルプ(ぶ 

巧し0巧続(が 
亂処 — 

上まきな巧を） 

るおを巧けてな巧(直)… 


ABC" 

ペ-ジ設定 (U)... 

巧刷を)... 

プ□バティ电） 

J、 イバーターミナルのが了が Alt+F4 




g 切断の確認で[はい]をクリック^保巧の確認で[いいえ]をクリック 


発信者番号の通知/非通知を設定する 


パケット通信時の発信者番号の通知/非通知を一括して設定します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にごま意<ださい。 

• mopera U または mopera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続でさません。 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ P 己 

9 [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「八イパーターミナ 
ル」をクリック 
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「接続」画面で[キャンセル]をクリック 


発信者番号の通知/非通知を 「AT*DGPW=<n>」 のお式で入力一回 


< n > 

0 

1 

2 


〇〜2 

そのまま接続（お買い上げ時） 
] 84を付けて接続（非通知） 

] 8目を付けて接続（通知） 


ファイルの漏実(目 


瓜 轰示地 通信に）おさのヘルプが 
D な 塞 iiO 西窗 


コマンドを入力してち画面に表示されない場合 
は、 ATE ] と入力し、1±^を押します。 


AT*DGPIR=0 


3 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力^ [OK] をクリック 


% 


「名前」に次の記号（半角文字）は使用でさません。 

¥/:ネ？く> 1" 


巧しい拽椅 


るおを入力し、アイエ/を涅んでください： 
るお(が： 


Ixxx 


アイコンの： 


g 藝急嗎戀圃发汤 


J I キャンセル I 


4 「電話番号」に実在しない電話番号（「0」など）を入力^ r 接続方法」び 
FFOMA F884iESJ に設定されていることを確認一 [OK] をクリック 


を 


巧話を号の巧報を入力してください: 
国/化がを号に)：日本拍 1) 
市外ちまを)： 


f03~ 


巧話番号を〉： 
巧続方ま(が： 


I FOMA F 能 4 iES 




JI キャンセル I 


「市外局番」はパソコンの環境により異なります。 
接続先 ( APN ) の設定とは関係ありませんので、 
変更不要です。 


56 
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©(スタート） ^ r 接続巧」を順にクリック 
r 接続またはネットワークをセツトアップします」をクリック 



7 「0K」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック^「八イパー 

ターミナルの終了」をクリック 


追をのま完か）捕さ (C) お巧 m /Vルプ (H) 

巧しい巧続(が 
閉くり)… 

上まきな巧贷 
を俞をなけて巧な(が… 



ページ設麵 — 

が刷を)… 

プ□"ティ吸 

ハイバーターミナルのが了が Alt+F4 




8 切断の確認で[はい]をクリック^保巧の確認で[いいえ]をクリック 
1 ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 


ダイヤルアップネットワークの設定でを、接続先の番号に]8目（通知）/184 (非通知）を付けられます。 

• * DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知は次のとおりです。 


* DGP 旧コマンド 
ダイヤルアップネッによる設定 
ワ-クの誠（く cid >=3 の場合）^^ 

設定なし 

非通知 

通知 

ネ99ネネネ3# 

通知 

非通知 

通知 

] 84が9ネ3# 

非通知 

] 86 99ネネネ3# 

通知 


Windows Vis ねでダイヤルアップネットワークを設定する 


r 接続巧を設定する 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド己 


2 3 
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©(スタート） ^ r 接続巧」を順にクリック 

作成した接続巧をちクリックして「プ□パティ」をクリック 


4 


「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択して[次へ]をクリック 


かネツトワークに巧括 
接拐スプシヨンをちがします 


K ■つ 

ぺ‘巧 

■. つ 

11フ 

お S 


5 


■ 「どのモデムを使いまずか？」画面び表示されたとを 
「FOMA F 884 iES 」 をクリック 

「ダイヤルアップの電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 
「*99***< cid>#」） を半角で入力一「ユーザー名」を入力一「パスワード」 
を入力^ r 接続名」を入力して[接続]をクリック 

< cid > : P 32 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 

• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 


^かタイかレアジブ接授をたジトアジブします 
I インターネットサービスプ□バイダ (ISP) の情まを入力します 
ダイかレアップの脱お (D): *與け*3# 

ユ ー ヴーる (U): 


[ISP からがさされたユーヴーる] 


ノなつード(巧： 


口 SP かを讨ちされた;口つ一の 
巴 J なつードの S ぞをを示する (S) 
田このなワードを記巧する (R) 


&巧他の人がこなお境を巧うことを許可する (A) 

このオプシヨシによつて、このコンピユータにアク t なホるすべての人げこを巧无 
るよラになります， 


よラに入力します。 


接続先 

パヶット通信 

64 K データ通信 

mopera U 

ネ 99 ネネネ 3# 

❖ 8701 

mopera 

ネ 99 ネネネ]# 

❖ 9601 


接続先び mopera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 
「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:求？く> I 


6 


8 


接続中の画面で[スキップ]をクリック 

-ここではすぐに接続せずに、設定だけを行います。 

「インターネット接続テストに失敗しました」画面で r 接続をセットアップしま 
す」をク U ック 

[閉じる]をクリック 


TCP/iP7n トコルを設定ずる 


12 
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[全般]タブの各項目の設定を確認 


胃 FOMA のプ□パテイ 

をお f オプション It キュリティ[ネットワーウ I 共ち I 


國 


□ i モデム - FOMA F 7 Mi に C 


回 

圧! 


囚がてのデバィスで同じ番号を呼ひ‘化すの [ 

囚驗りじ利用できる巧 S イスのみタイヤルする曲 
巧詰まち 

市外ちホ(む_巧話ま号(巧：_ 


[ 


J 


I その他(が I 


国を号/化巧を号(留： 


1 _ 

◎タイヤル店摘をほう樹 


I タイヤル怕綱の j 


I じキャシセル J 


• 複数のモデムびインストールされている場合は、「接続の方法」の「モデムー FOMA F 884 ES ( COMx)J 
のみを選択します（ X はパソコンの環境により、異なった数字び表示されます)。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択（回）にします。 

[ネットワーク]タブをクリック-►各項目を画面例のように設定 



「インターネットプ□トコルバージョン目 ( TCP / 
IPv 目)」を非選択 (□) にします。 

プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し[プロ 
パティ]をクリックして、各種情報を設定してく 
ださい。 

プ□バイダなどからの日 S パケットスケジューラ」 
および、その他の項目についての指示びある場合 
は、必要に応じて選択、非選択を設定して<ださ 
し、。 


[オプション]タブをクリック^ [PPP 設定]をクリック 
すべての項目を非選択（日）に設定一 [0K] をクリック 
-画 


PPP 設定 - * 

[□に P 瓶 i を使う(口 

[□リフトウ巧じよる圧おを巧う (N) 

巧をーリンウ接続に巧してマルチリンクをネゴシエ-卜する ( M ) 


つにキャン til レ I 


[0K] をクリック 

通信を実行する^ド23 


3 


4 


5 6 
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Windows XP でダイヤルアップネットワークを設定する 


パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド己 


[スタート]をクリック^「すべてのプ□グラム」 
を順に選択して r ネットワーク接続」をクリック 


「アクセサリ」 

「ネットワークタスク」の「新しい接続を作成する」をクリック 


ra 信」 


ファイルのお集のま示站わ尉こ入り姐ツ-ルの詳細設定鄉ヘルプ牡 巧 

jm-ii 〇 ク；^巧お节フォルタ-回， IアドレスがI♦ネットワ-ウろ J 百移め 

I L 冉 N また tt 吉ま インター ネウト 

因巧しぃ巧続を巧ぶする 憩^ 

3餘錄熟絮のネ，ト ト盤リァ 

Windows ファィァウォ-ルの設 


因巧巧目 0 

み声》トヮ-如)トラプルシュ-ティ 


r 新しい接続ウィザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
r インターネットに接続する」を選択して[次へ]をクリック 

けトワーウ巧ちのを巧 
オプションを巧んでくだな、 


0インみーネタトに巧ちすが封 
インターネットじ裙巧し、 Web をこ 


ブラウズしをり巧子プールを読んだりできます。 


ミしたり、巧しい巧病がットアップします。 

C 誘*■巧ちモセゥトアバ奇るの 

シリアル、パラレル、またはホかもきボートを巧巧して則の]ンピュー功こ直巧巧続します。まをこの]シ 
ビュー如:ほかの]ンビュータから巧続できるようじします。 


r 接続を手動でセットアップする」を選択して[次へ]をクリック 


イントネ》卜衞娇た》卜巧プする準描をしています。 I 

イシタ-ネットにどう巧病しますか？ 

〇イシターネ 5 トサー E スブ□"イタ OSP) の一長から度巧才る 

驗ァ縣薇に!溫%縱せで 綱に P の 職^^^ 


OISP からち化夕れた CD モ巧用するを） 


く房る也）|[;夕へ化) > 〕 [ キヤシセルI 


接続巧を設定ずる 


12 3 


4 5 
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「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択して[次へ]をクリック 


「デバイスの選択」画面び表示されたとき 

「モデム - FOMA F 884 iES に OMx )」 のみを選択して[次へ]をクリック 

• X はパソコンの環境により、異なった数字び表示さ 


@巧イ V ルアブブモデムを巧巧して巧按ネる(が 

モデムや巧巧のを話徐、または統合デジタルサーピス巧信！お (ISDN) 巧話もちを读巧して巧続しま 

〇ユーサーをとバスワード巧ぶ巧ねなぞ巧括括を巧用して巧ちする(ぶ 

これは高スピード煤倚で.、 D 孔まをはケーブルモデムを话用します。広 P によっては、この锻目の巧 
続を PPPoE として呼んでいます。 

〇帝じアウティブわなを巧巧巧を巧用して按ち才る曲 

はけ 瞧 のい獅を細します。この巧 


れます。 


nsp 名」に任意の接続名を入力^ [次へ]をクリック 



「 ISP 名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:ネ？く> 1" 


「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***<cid> 
#」）を半角で入力^ [次へ]をクリック 

< cid > : P 32 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 



• mopera U または m 日 pera へ接続する場合は;欠の 
よラに入力します。 


接続先 

パヶット通信 

64 K データ通信 

mopera U 

ネ 99 ネネが# 

*870] 

mopera 

ネ 99 ネネ*]# 

*960] 


r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「パスワードの確認入力」を入 
カー各項目を画面例のようにすベて選択して[次へ]をクリック 



• 接続先び mopera U または mopera の場合、「ュー 
ヴー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」 
は空欄でをかまいません。 


r 新しい接続ウイザードの完了」画面で[完了]をクリック 
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19 r (操作 8 で入力した旧 PS) へ接続」画面で設定内容を確認して[キャンセル] 
をク U ック 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを行います。 


[TCP/lP7a トコルを設定する 


2 


作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリック^「プ□パティ」を 
クリック 



[全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムびインス!-ールされている場合は、「接 
続方法」の「モデム - FOMA F 884 iES ( COMx )」 
のみを選択します （X はパソコンの環境により、異 
なった数字び表示されます)。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択 （□) にします。 


3 


[ネットワーク]タブをクリック-►各項目を画面例のように設定 


トド〇"。のブ日"テ< 回防 


を]!さォプションセキュリティ I ネット。-ゥ T 詳細設定 I _ 

呼 U 化すタイヤルアップサーバーの種類の： 

[jjiiilMIBBBBHbUitelglMjWWilili ■ 。而 vl 

し1を定@ 」 

この操席はみの巧目をほ巧しますり)： 

回 g QoS バケットスケジユーラ 
□ @ Microsoft ネットワ-ウ巧ファイルとプリンタ共ち 
，□^ Microsoft ネットワ-ウ席)ライアント 


[ インストール(が''';) I プ□バテイ(巧 I 


• 「この接続は次の項目を使用します」の 「 Q 日 S パ 
ケットスケジューラ」は設定を変更でさませんの 
で、そのままにして < ださい。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
] ル （ TCP / IP ) 」を選択し[プ□パティ]をク 
リックして、各種情報を設定してください。 


伝を制御プ日卜]ル/インタ-ネットプロト]ル。ホ应巧続されたさまざまね 
ネットワーク聞の巧倍を提供する、巧ちのワイドエリアネット9ーウプ□卜 
] ルです。 



4 [設定]をクリック 
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パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド己 

[スタート]をクリック^「プ〇グラム」^「アクセサリ」^「通信」を順に選 
択して r ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックー献しい接続の作 
成]アイコンをダブルクリック 


ファイルの漏集(巨）ま示な)わ京に入り(占）ツ-ルを註帥設定妙ヘルプ(が 
* .■►•立身なま - b フォルタ j I なお X 幻翅’ 


アドレス屯)「迫]ネットワーウとタイヤルアップ巧病 


し童 

靜が 碰 a □-かレエリア 

ネットトクとさイサルアリブ括病 
接結 


□ 


国も 


巧しい巧ちの巧ぶ 

點•の一離ち 

㈱ まかのコンビュー肺ネ。トワークヘア 
ウ t スでさるようじな0まザ。 

■ r 所在地情報」画面び表示されたとさ 

① r 市外局番/エリアコード」に市外局番を入力一に"をクリック 

② r 電話とモデムのオプション」画面で [ OK ] をクリック 

「ネットワークの接続ウイザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
r インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択して[次へ]をクリック 


ん么里性に巧が说ミ目のネットワ-ク接続を巧巧できます。 


を（モデムまたは反 DN) をほって巧続します。~ 
f イシを-わ卜にがけルアサブ巧ちすがが 

巧話回もを（モデムまたは広〇…をほってイシターネットに巧続します。 

ーインターネクト涅由でブライペートネブトワーウに巧沒寸ミ 
板想ブラィペートネットヮーゥ (VP …巧続を巧巧するか、 

>着信巧ちを巧けなける(直） 

巧 y 回祭な!-ネット、またはヶ-ブル巧掃を该って(まかの〕シピューが促この]シビュ-夕に巧病 
—枉かの]ンピュータじを巧巧侯する (0 

シリアル、バラレルまたはホか棟ポ-卜をほって巧続します。 


キ似セル」 


5 すべての項目を非選択 （□) に設定一 [OK] をクリック 



ろ [OK] をクリック 

t 通信を実行する^ド23 


Windows 2000でダイヤルアップネットワークを設定する 


r 接続巧を設定ずる 


1 2 
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r インターネット接続を手動で設定するか、または□一カルエリアネットワーク 
(LAN) を使って接続します」を選択して[次へ]をクリック 



r 電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択して[次へ] 
をク U ック 



摄できます。お献の〕ンビューをが、□一カル I リアネットワーク ( LAN ) じ操扇されている巧合は、 LAN 経由で 
インタ-ネクトじアウたスできます。 


インタ-ネットへの巧お方;ちを巧んでくだな、。 

な ffiiiligi 哉 H 器控較码 B 邏强 I 盤！ 

广□一カルエリアネットローウ ( LAN ) をほってイシターネットに掉爲します (U 


■ 「モデムの選択」画面び表示されたとさ 

[FOMA F 884 iESJ を選択して[次へ]をクリック 

「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***<cid> 
#」）を半角で入力^ [詳細設定]をクリック 

< cid > : P 32 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 


ステタブ1:インターネタトアカウントの巧疫宿巧 


—を 


BP への巧输こほう巧話吞ちを入力し。ださ U 


巧ホち當化 .1 巧技#巧の： 

|b ド99林*3# 

国/巧!域を过1ホち‘’ V- 

「日本な） 二] 

广蒂戰禪剛麵濯 

ミツルて概い。 


mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
よラに入力します。 


接続先 

パヶッ ト 通信 

64 K データ通信 

mopera U 

ネ 99 ネネネ 3# 

❖ 8701 

mopera 

ネ 99 ネネネ]# 

❖ 9601 


怖外局きとダイヤル情報を使う」を非選択 （ I ) 
にします。 
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腊続]タブの各項目を画面例のように設定 


巧搞 I アドレス I 


ぶ ! 


巧搞のなま自- 

iPPP (Point to Point ブ□トコル)(巧 
17 KP 祕長を黒她こする⑩ 

广 SLIP (Serial Line Internet プ□トコル)垣） 

广 C-SLIP (Compressed Serial Line Internet プ□トコル)が 

-□ヴオンの手続き- 

巧 ねし(が 
广キめで□ジオソ凹） 

广 □ヴオンスウリブトのほ巧(ぶ： 

ス则ブトのI を暖(皆…] 


キサシセル I 


[アドレス]タブをクリック^各項目を設定 


面 i お : jsi 

巧院ァドレス I 

「 IP アドレス- 

巧 皆ジさ二’ネ‘别 Tw ■二;ロスブ巧パイぞじよる自旣害リり、ぶで'(戸 》 i 

广巧にほ巧する設定地)： 

炉アドレスみ 「 


「広？じよる DNS (ドタイシネームサーピス）アドレスの自巧割り当て- 

巧 ISP じよる DNS (がインネームサーピス）アドレスの白か割り当て <Ll) 
广巧じほ巧する設定の： 

ブライ巧 DNS サ-/卜也)： I 

刖の DNS サ叫 卜(が— I 


• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、各種情報を設定して<だ 
さい。 

• 接続先び mopera U または m 叩 era の場合は、設 
定を変更しなくてちかまいません。 


[0K] をクリック 
[次へ]をクリック 


r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一[次へ]をクリック 



ステクブ2:インターネクトアカウシトの口。オン宿巧 





• 接続先び m 日 pera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 
[次へ]をク U ックし、入力されていないことを確 
認する画面び表示されたら、[はい]をク U ックし 
ます。 
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13 「接続名」に任意の接続名を入力一[次へ]をクリック 



-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。 


14 「いいえ」を選択して[次へ]をクリック 



15 [完了]をクリック 
I TCP/IP7D トコルを設定する 

I 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
クリック 
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2 [全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムびインス!-ールされている場合は、「接 
続の方法」の「モデムー FOMA F 884 iES CCOMx )」 
のみを選択します （X はパソコンの環境により、異 
なった数字び表示されます)。 

-モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項目び 
初期化されますので、をラー度接続先電話番号を 
入力して < ださい。 

- r ダイヤル情報を使う」を非選択 （ I ) にします。 


3 


[ネットワーク]タブをクリックー各項目を画面例のように設定 


ぶ] 


を股 I オプシわけキュリティネットワーウ I 其ち I 
呼 U 化すタイザルアップサーバー例ま領(巳： 


J 淀を）」 


わッウボゥウスびオシになっている]ンポ-ネントはこの巧続でほわれます呀： 

□ぶ Microsoft ネットワーク巧ファイルとプリシタ共ち 
□图 Microsoft ネットワ-ク吊クライアント 


_ィシスト-ルを…」 


J _プ□バティ电)_ I 


伝を制御プ日卜]ル/インタ-ネットプロト]ル。ホ目を巧病されたさまざまね 
ネットワーク聞の iif 言を提供する、巧ちのワイドエリアネットワーウプ□卜 
11ルです。 



[設定]をクリックーすベての項目を非選択（广）に設定一 [0K] をクリック 


5 [0K] をクリック 

通信を実行する^ド23 
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AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定するためのコマンド（命令）です 。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さ5に拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしてい 
ます。 


AT コマンドについて 


[ AT コマンドの入力形式 


AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付けて、半角英数字で入力してください。 


〈例〉 ATD コマンドで m 叩 era U に接続するとき 

ATD *99* 求 *3# 回 

I U ターンマーク： Enter キーを巧します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 


AT コマンドは、コマンドに続くパラメータを含めて、必ず]行で入力します。 ] 行とは最初の文字から回を押 
した直前までの文字のことで、 「 AT 」 を含む最大]目0文字入力でさます。 


[ AT コマンドの入カモード 


AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソコンをター三ナルモードにしてください。ター三ナルモード 
とは、パソコンを]台の通信端末のよラに動作させるモードです。ター三ナルモードにすると、キーボードから 
入力された文字びそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作でさます。 

•オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作します。 
•オンラインデータモード 

FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のとさに AT コマンドを入力すると、送られてさた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場合びありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

•オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でを、 AT コマンドで FOMA 端末を操作でさる状態です。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り督えるとき 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、次の方法びありま 
す。 

• +++コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「 AT & D ]」 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を日 FF にします。 

《 USB インタフェースにより、 RS -232 C の信号線びエミユレートされていますので、通信アプ U ケーシヨ 
ンによる RS -232 C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 「 ATO 回」と入力します。 
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AT コマンドー覧 


• FOMA F 884 iES (モデム）で使用できる AT コマンドです。 

•パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力してを「\」と表示される場合びあります。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値び記録されないことびあります。 


上段：〕マンド下段：実行例 

説明 

A / 

直前に実巧したコマンドを再実巧します。 

直前の応答が 「 ERROR 」 の場合は 「 ERROR 」 を返します。 

A / 

0 K 

AT 

A 人+++じ(かのコマンドの先頭に付けて、本一覧のコマンドを使用します。本コマンドのみで 
使用すると、 FOMA 端未が AT 〕 マンドを使用できる状態のときに rOK 」 を返します。 

AT 回 

OK 

ATA 

パケット着信および 64 K データ通信の着信時に入力すると、着信処理を巧います。 

パケット着信中には次のコマンドが入力できます。 

AT A 184 :発信者番号通がなし着信動作 AT A 186 :発信者番号通があり着信動作 

RING 

ATA 回 

CONNECT 

ATD 

ATD *99* * * く cid ># :パケット通信の発信処理を巧います。 

く cid > または* * * く cid > を省略ずると < cid >=1 になりまず。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を巧います。 

電話番号に次の文字!:かを入力ずると発信できません。 

〇〜9、 * 、恥 A 、 a 、 目、 b 、 C、C 

また、次の文字と空白は入力できますが、ダイヤル時には認識されません。 

.、し-、@、 D 、 ん P 、 P 、 T 、 t 、 W、W 

ATD の後に186または184を挿入し、発信者番号の通が/非通巧を指定できます。 

ATDN または ATDL でリダイヤル発信ができます。 

ATD ネ 99 ネネネ 1# 回 
CONNECT 460800 

ATE < n > 

パソコンから送信されたコマンドに対して、 FOMA 端末がエコーを返すかどうかを設定します。 
n =0 :エコーバックなし n =1 :エコーパックあり（お買い上げ時） 

通常は n =1 で使用します。パソコンにエコー機能がある場合、 n = 日に設定すると文字が二重に 
表示されなくなります。 

ATE 1 回 

OK 

ATH 

通信中に入力すると、回線を切断します。 

オンフインコマンドモードで実わしてください。 一 P 46 

ATH 回 

NO CARRIER 

ATI < n > 

確認コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種をを表 w 

n =2 : FOMA 端未のバージョンを表示 n =3 : ACMP 信号の要素を表示 

n =4 : FOMA 端末で通信可能な機能の詳細を数値で表示 

ATIO 回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードか6オンラインデータモードに戻します。 

ATO 回 

CONNECT 460800 

ATQ < n > 

リザルトコードを表示するかどうかを設定します。 
n =0 :表 W (お買い上げ時） n =1 :表 W しない 

ATQ 1 を実行した場合は rOK 」 を返しません。 

ATQO 回 

OK 

ATS 0= く n > 

FOMA 端末が自動着信するまでの呼化回数を設定します。 

n =0 :自動着信なし（お買い上げ時） n =1 〜25己：指定したリング数で自動着信 

ATS 0? :現在の設定を表示 

ATS 0=0 巨] 

OK 

ATS 2=< n > 

エスケープキャラクタの設定を巧います。 

n =0~127 (お買い上げ時 n =43) n =1 27に設定するとエスケープは無効になります。 

ATS 2? :現在の設定を表示 

ATS 2=43 0 

OK 

ATS 3=< n > 

コマンド文字列の最後を認識する復帰 ( CR ) キャラクタの設定を巧います。エコーバックされ 
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に付きます。 
n =13 個定値） 

ATS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3=13 0 

OK 

ATS 仁 < n > 

改巧 ( LF ) キャラクタの設定を行います。英文字でリザルトコードを表示する場合、復帰 （ CR ) 
キャフクタの後に付きます。 
n =1 0個定値） 

ATS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4=10 巨] 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

ATS 5=< n > 

バックスぺース（目 S ) キャラクタの設定を巧います。コマンド入力中にこのキャラクタをお出 
すると、乂カバ、ソファの最後のキャフクタを削除します。 
n =8 個定値） 

ATS 5? :現在の設定を表示 

ATS 5=8 巨] 

OK 

ATS 6=< n > 

ダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =2 〜10 (お買い上げ時 n =5) 

ATS 6? :現在の設定を表示 

ATS 6=5 巨] 

OK 

ATS 8=< n > 

カンマダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =0 〜25己（お買い上げ時 n =3) 

ATS 8? :現在の設定を表示 

ATS 8=3 0 

OK 

ATS 10=< n > 

自動切断の遅延時間 （1/1 日秒）を設定できますが、動作しません。 
n =1 〜25己（お買い上げ時 n =1) 

ATS 10?:現在の設定を表示 

ATS 10=1 巨] 

OK 

ATS 30=< n > 

64 K データ通信時、データの送受信がない場合に切断するまでの時間（分）を設定します。 
n = o 〜255 :(お買い上げ時 n =0、 n =0 は不活動タイマ OFF ) 

ATS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30=0 巨] 

OK 

ATS 103= く n > 

64 K データ通信で、着サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : * n =1 :/ (お買い上げ時） n =2 : ¥または\ 

ATS 103?:現在の設定を表示 

ATS 103=1 巨] 

OK 

ATS 104=< n > 

64 K データ通信で、発サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

ATS 104?:現在の設定を表示 

ATS 104=1 0 

OK 

ATV < n > 

リザルトコードの表示方法を設定します。 

n =0 :数字表 W n =1 :英文字表 W (お買い上げ時） 

ATV 0 を実行した場合は、同じ巧に「0」を返します。 

ATV 1 回 

OK 

ATX < n > 《 1 

ビジートーン、ダイヤルトーンのお出を行うかどうかと、接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表 
W するかどうかを設定します。 

ビジートーンお出：接続先が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイヤルトーンお出： FOMA 端未に接続されているかどうかを判定 

n = C ) :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示なし 

n =1 :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示あり 

n =2 :ビジートーンお化なし、ダイヤルトーンお出!あり、速度表示あり 

n =3 :ビジートーンお化あり、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり 

n =4 :ビジートーンお出あり、ダイヤルトーンお出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

n =0 に設定すると、 AT & E および AT ¥ V コマンドが無効になりまず。 

ATX 4 回 

OK 

ATZ 糾 

FOMA 端末の AT コマンド設定を不揮発メモリの内容にリセットしまず。 

通信中に実わずると、回線を切断 （「NO CARRIER 」 を表 w ) してか6リセットしまず。 

ATZ 回 

OK (オフライン時） 

AT%V 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

ATo/oV 回 

Verl.OO 

OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動作を件を設定します。 

n =0 :常に ON n =1 :回線接続状態に従い変化（お買い上げ時） 

n =0 に設定する場合は、接続完了時の 「 CONNECT 」 を送化する直前に CD 信号を ON にしまず。 
回路が切断され、「 N 0 CARRIER 」 を送化する直前に CD 信号を OFF にします。 

AT & C 1 回 

OK 

AT & D < n > 

オンラインデータモードのときに、 DTE か6受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON か 60 FF に変 
わったときの動作を設定します。 
n =0 :状態を無視（常に ON とみなず） 

n =1 : ON から OFF に変わるとオンライン〕マンドモードに移巧 

n =2 : ON か 60 FR こ変わると回線を切断しオフラインモードに移巧（お買い上げ時） 

AT & D 2 回 

OK 

AT & E < n > 

接続時の速度表示仕様を設定します。 
n =0 :無線区間通信速度を表 W 

n =1 :パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示（お買い上げ時） 

AT & E 1 回 

OK 

AT&F 

FOMA 端未の AT コマンド設定をお買い上げ時の状態に戻します。 

通信中に実わすると、回線を切断 （「NO CARRIER 」 を表 w ) してか6戻します。 

AT&F 回 

OK (オフライン時） 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT & S く n > 

DTE へ出力するデータセットレディ （ DR ) 信号の制御を設定します。 
n =0 :常に ON (お買い上げ時） n =1 :接続時に ON 

AT & SO 回 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端末に記録します。 

AT & W 0 

0 K 

AT ホ DANTE 

FOMA 端末の受信レベルを r * DANTE : < n > J の形式で表示します。 
n =0 :圏タト n =1 : FOMA 端末のち信レベルのアン了ナが〇または1本 

n =2 : FOMA 端未の受信レベルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが3本 

AT * DANTE =? :表示可能な値のリストを表示 

AT * DANTE 0 
ホ DANTE :3 

OK 

AT * DGANSM = く n > 《2 

パケット着信呼に対する着信拒否/許巧を設定します。 
n =0 :着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n =1 :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSM =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGANSM =0 回 

OK 

AT 本 DGAPL =< n >[,< cid >] 
《2 

パケット着信呼に対して着信を許可する接続先 （ APN ) を設定します。 APN は + CGDCONT コ 
マンドで定義した < cid > を使用しまず。 

n =0 :着信許可リストに追加 n =1 :着信許可リストか6削除 

< cid > を + CGDC 0 NT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。 

く cid > を省略した場合は、すべての < cid > をリストに追加または削除します。 

AT * DGAPL ? :現在の設定を表示 AT * DGAPL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGAPL =0,1 回 

OK 

AT 永 DGARL 二く n > [，く cid >] 
《2 

パケット着信呼に対して着信を拒否する接続先 （ APN ) を設定します。 APN は + CGDC 0 NT コ 
マンドで定義した < cid > を使用します。 

n =0 :着信拒否リストに追加 n =1 :着信拒否リストから削除 

く cid > を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。 
< cid > を省略した場合は、すべての < cid > をリストに追加または削除します。 

AT * DGARL ? :現在の設定を表示 AT * DGARL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGARL =0.1 回 

OK 

AT * DGPIR =< n > 《2 

パケット通信確立時に、発信者番号を通巧するかどうかを設定します。発信時、着信時に有効 
です。 

n =0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を付けて接続 

n =2 : APN に186を付けて接続 

ダイヤルアップネットワークで电通が/非通巧を設定した場合^ド3已 

AT * DG 円 R ? :現在の設定を表示 AT * DGPIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGPIR =0 回 

OK 

AT ホ DRPW 

FOMA 端末が受信する電波の受信電力指標を表示します。 

AT * DRPW =? :表 W 可能な値のリストを表 W 

AT ホ DRPW 0 
ホ DRPW : 0 

OK 

AT+CAOC 

直前通話料金を表示します。 

AT+CAOC 回 
+CAOC : "000024" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端未の電池残量を r+CBC : < bcs >.< bcl > J の形式で表示します。 

bcs =0 :電油パックか6電源の供給あり bcs =1 :電池パックか6電源の供給なし 

bcs =2 :電油パックが取りかされている bcs =3 :電源供給エラー 

bcl = 日：電池残量なしまたは電池パックが取りかされている bcl =1 〜100 :電池残量あり 

AT + CBC =? :表示可能な値のリストを表示 

AT + C 巨 C 回 

+ C 巨 C : 0,100 

OK 

AT+C 日 ST =< n >,1,0 

利用する回線を設定します（ベアラサービスの設定)。 
n =1 16 : 64 K データ通信（固定値） 

AT + CBST ? :現在の設定を表示 AT + C 日 ST =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CBST =116.1,0 回 

OK 

AT + CDIP =< n > 

着サブアドレスの通巧の有無を設定します。また、マルチナンパーの契約状況を確認できます。 
n =0 :サブアドレスを表 W しません。（お買い上げ時） 
n =1 :サブアドレスを表示します。 

AT + CDIP ? :現在の設定を 「+ CDIP :< n >.< m >」 で表示します。 

m =0 :マルチナンパー未契約 m =1 :マルチナンパー契約中 

AT + CDIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CDIP =0 口 

OK 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示します。 

切断理由一覧^ド52 

AT+CEER 口 
+ CEER : 36 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT+CGDCONT 《2 

パケット通信の接続先 (APN) を設定します。一 P53 

一 P53 

AT+CGEQMIN 《2 

パケット通信確立時にネットワーク側か6通がされる QoS (サービス品質）を許容するかどう 
かの判定基準を設定します。 -P53 

一 P53 

AT+CGEQREQ 《2 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS 〔サービス品質）を設定します。一 P54 

一 P54 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを表示します。 

AT+CGMR 回 
1234567890123456 

OK 

AT+CGREG=<n> 

ネットワーク登録状態を通巧するかどうかを設定します。通がされる内容は圏内/圏かです。 
n=0 :通がなし（お買い上げ時） 

n=1 :圏内か6圏かまたは圏かか6圏巧へ移動時 「+CGREG : <s ね t>」 の形式で通が 
stat=0 :圏クト stat =1 :圏内 stat=4 :不日月 

S ね t=5 :圏内（国際□-ミング中） 

AT+CGREG? : r+CGREG : く n>.<s ねり」の形式で現在の設定と状態を表示 

AT+CGREG=? : 設定可能な値のリストを表示 

AT+CGREG=0 回 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

AT+CGSN 回 
123456789012345 

OK 

AT+CLIP=<n> 

64K データ通信の着信時に、相手の発信番号をパソコンに表示するかどうかを設定します。 
n=0 :リザルトを表 W しない（お買い上げ時） n=1 :リザルトを表 W する 

AT+CLIP? : r+CLIP : <n>.<m>」 の形式で現在の設定と状態を表示 

m=0 :発信時に相手に番号を通がしない NW 設定 

m=1 :発信時に相手に番号を通がする NW 設定 m=2 :不明 

AT+CLIP=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CUP=0 回 

OK 

AT+CLIR=<n> 《2 

64K データ通信の発信時に、電話番号を相手に通巧するかどうかを設定します。 
n=0 :サービスご契約の設定に従う n=1 :通がしない 

n=2 :通がずる（お買い上げ時） 

AT+CUR? : r+CLIR : <n>.<m>」 の形式で現在の設定と状態を表示 
m=0 : CUR は未起動（常時通が） m=1 : CUR は起動（常時非通が） 

m=2 :不日月 m=3 :CUR テンポラリーモード（非通がデフォルト） 

m=4 : CUR テンポラリーモード（通な]デフォルト） 

AT+CLIR=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CUR=2 回 

OK 

AT+CMEE=<n> 

FOMA 端未のエラーレポートの有無を設定しまず。 

n=0 :リザルトコードを使用せずに 「ERROR」 を表 w (お買い上げ時） 

n=1 :リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 

n=2 :リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示 

n=1 または n=2 に設定すると、 「+CME ERROR : xxxx」 の形式で理由を表示します （xxxx に 
は、数字または英文字が表示されます)。 -P52 「エラーレポートー覧」 

AT+CMEE? :現在の設定を表示 AT+CMEE=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CMEE=0 0 

OK 

AT+CNUM 

FOMA 端未の自局電話番号を 「+CNUM : ."<number>".<type>J の形式で表示します。 

number :自局電話番号 

type=129 :国際アクセスコード+を含まない 

type=14 日：国際アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 回 

+CNUM : ，"〇 90XXXXXXXX". 

129 

OK 

AT+COPS 二く n>，2, く oper> 
《2 

接続する通信事業者の検索方法を設定します。 

n=0 :才ート（お買い上げ時） n=1 :マニュアル n=3 :マッピングしない 

n=1 に設定した場合は、 <ope「> に PLMN Number を16進数で設定します。 

AT+COPS? :現在の設定を表示 AT+COPS=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+COPS=0 回 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端未がクト部機器に AT コマンドを送受信できる状態かどうかを r+CPAS : <n>J の形式 
で表 W します。 

n=0 :巧能 n =1 :不可能 n=2 :状態不明 n=3 :巧能かつ着信中 

n=4 :可能かつ通信中 

AT+CPAS=? :表示可能な値のリストを表示 

AT+CPAS 回 
+CPAS:0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + CPIN ="< pin >", 

"< newpin >" 

円 N 1/円 N 2コードや円 N □ック解除コードの入力が必要な場合に、これ6を入力しまず。円 N 
□ック解除〕ードの入力が必要な場合は、く newpin > に新しい円 N 1/円 N 2〕ードを入力しま 
す。円 N 1/円 N 2〕ードの入力が要求されているときに < newpin > を入力してち、円 N 1/円 N 2 
コードの変更はできません。 

AT + C 円 N ? :現在の要求されているコードを 「+ C 円 N : < n > J の形式で表示 
n=READY :コード入力の要求なし n=SIM PIN :円 N 1コード入力待ち 

n = SIM 円 N 2 :円 N 2コード入力待ち 

n=SIM PUK :円 N 1□ック解除失敗により円 N □ック解除コード入力待ち 
n=SIM PUK 2 : PIN 2 □ック解除失敗により円 N □ック解除コード入力待ち 

AT + C 円 N =’’0000’’ 回 

OK 

AT + CR =< n > 《 1 

接続時に 「 CONNECT 」 が表示される前に、通信の種別を表示するかどうかを設定します。 
n =0 :表 W しない（お買い上げ時） n =1 : r+CR : < serv > J の形式で通信の種別を表 w 

se 「 v=GPRS :パケット通信 serv=SYNC : 64 K データ通信 

AT + CR ? :現在の設定を表示 AT + CR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CR =0 回 

OK 

AT + CRC = く n > 

着信時に + CRING のリザルトコードを使用するかどうかを設定します。 

n =0 :使用しない（お買い上げ時） 

n =1 : 「+CRING : < type > J のリザルト〕ードを使用する 

type=GPRS " PPP "..."< APN >" :パケット通信 type=SYNC : 64 K データ通信 

AT + CRC ? :現在の設定を表示 AT + CRC =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CRC =0 回 

OK 

AT + CREG =< n > 

ネットワークの圏内/圏か情報を表示するかどうかを設定します。 
n =0 :通知なし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内か6圏外または圏外から圏巧へ移動時 「+CREG : く s ね t >」 の形式で通が 
stat =0 :圏クト stat =1 :圏内 stat =4 :不日月 

S ね t =5 :圏内（国際□-ミング中） 

AT + CREG ? : r+CREG : く n >.< s ねり」の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CREG =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CREG =0 回 

OK 

AT + CUSD = く n > ，"く st「>"《i 

ネットワークサービスの追加サービス （ USSD 登録）の問い合わせや設定を巧います。く st 「> に 

は、ドコモか6通巧されたサービスコードを入力しまず。 

n =0 :中間リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n =1 :中間リザルトを 「+CUSD : く m >. "< str >",0 J の形式で応答ずる 

m =0 :情報の要求なし m =1 :情報の要求あり 

AT + CUSD ? :現在の設定を表示 AT + CUSD =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUSD =0," 0123456 78" 
回 

OK 

AT + FCLASS =< n > 

FOMA 端未がサポートする通信種別を設定しまず。 
n =0 : X - 夕のみサポート（固定値） 

AT + FCLASS ? :現在の設定を表示 AT + FCLASS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + FCLASS =0 巨] 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端未でサポートしている AT コマンドの範囲を 「+ GCAP :< n >」 の形式で表示します。 
n=+CGSM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n=+FCLASS : + FCLASS コマンドをサポート n=+W : + W コマンドをサポート 

AT+GCAP 回 

+ GCAP : + CGSM .+ FCLASS . 

+W 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカ名を表示します。 

AT+GMI 回 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の機種名を表示します。 

AT+GMM 回 

FOMA F 884 iES 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端未のバージョンを表示します。 

AT+GMR 回 

Verl.OO 

OK 

AT + IFC =< n , m > 

パソコンと FOMA 端末間の□-カルフ□-制御方式を設定します。 
n : DCE by DTE m : DTE by DCE 

0 :フロー制御を巧わない 1: X 0 N / X 0 FF フロー制御を巧う 

2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フ□-制御を巧う（お買い上げ時） 

AT + IFC ? :現在の設定を表示 AT + IFC =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + IFC =2,2 回 

OK 

AT + WS 46= く n > 

発信時に使用する無線ネットワークを n の値で表示しまず。 

変更はできないので、 AT + WS 46=< n > と入力すると、 ERROR を返します。 
n =22 : FOMA ネットワーク（固定値） 

AT + WS 46? :現在の設定を表示 AT + WS 46=? :設定可能な値のリストを表示 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT¥S 

現在設定されている各コマンドと S レジスタの内容を表示しまず。 

AT¥S 回 

E 1 Q 0 V 1 X 4& C 1 & D 2& S 0 
.• • (中略） • • • S 1 04=001 
OK 

AT ¥ V < n > 

接続時の応答コード仕様を設定します。 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 

n =1 :拡張リザルトコードを使用する 

AT ¥ V 日回 

OK 

+++ 

通信中に入力すると、オンラインデータモードか6オンラインコマンドモードに移巧します。 
エスケープガード区間は1秒の固定値です。 

+++(非表示） 

OK 


& W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

《2 & F および Z コマンドによる U セツトは行われません。 

《3 & W コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 




■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

APN びを在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約びされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 目 4 K データ 通信 


値 

理由 

1 

指定した番号はを在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありません。 

19 

相手側を呼び出しましたび応答びありません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではありません。 

65 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 


エラーレポートー覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードびセットされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモじ(外の SIM (FOMA 力ードに相当するに力ード）び挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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AT コマンドの補足説明 


• < cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 ( APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末では 
「1〜10」び登録できます。お買い上げ時、1には m 曰 pera に接続するための APN 「 m 曰 pera . ne . jp 」（ PPP 接 
続）び、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」（ IP 接続）び登録されています。 

< APN > は接続先を示す接続ごとの任意の文字列です。 

■ コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の接続先 ( APN ) を設定します。 

-書式 

+ CGDC 0 NT 二 [< cid > [; く PDP _ TYPE >" [，"く APN >"]]] 

• パラメータ 説明 
< cid > :1〜10 

く PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :任意 

-実行例 

PPP 接続の rabcj といラ APN 名を登録する場合の コマンド （く cicl > 二 2の場合） 

AT + CGDCONT 二 2，" PPP "，" abc " 回 
0 K 

- パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGDC 日 NT 二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGDCONT 二く cicl > :指定したく cicl > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGDC 日 NT ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGDC 日 NT 二？：設定可能な値の U ストを表示します。 

■ コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

-概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される日 oS (サービス品質）を許容するかどラかの判定基 
準を設定します。 

• 書式 

AT + CGEQMIN = [< cid > [,,<Maximum bitrate UL > [.<Maximum bitrate DL >]]] 

- パラメータ 説明 
< cid > : 1 〜 10 

く Maximum bitrate UL > :なし（お買い上げ時）または64 
< Maximum bitrate DL > :なし（お買い上げ時）または:384 

《く Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最低通信速度 （ kbps ) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しますび、「64」および「384」を設定した場合、これらの速度し: TF の接続は許容されないた 
め、パケット通信び接続されない場合びありますのでご注意ください。 

-実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容する場合のコマンド（く cicl > 二2の場合） 

AT + CGEQMIN 二2回 
0 K 

に）上り 64 kbps 、 下り 384 kbps の速度のみ許容する場合の〕マンド（く cicl > 二4の場合） 
AT + CGEQMIN 二4，，64|384回 
0 K 

(3) 上り 64 kbps 、 下りすベての速度のみ許容する場合の〕マンド（く cicl > 二日の場合） 

AT + CGEQMIN 二己，，64回 

0 K 

(4) 上りすベての速度、下り 384 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cid >二6の場合） 
AT + CGEQMIN 二6…384回 

0 K 

- パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGEQMIN 二：すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGE 日 MIN 二く cicl > :指定したく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQMIN ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGEQMIN 二？：設定可能な値のリストを表示します。 
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■ コマンド 名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

• 書式 

AT + CGEQREQ 二 [< cid >] 

• パラメータ 説明 

上り 64 kbps 、 下り 384 kbps の速度で接続を要求する〕マンドのみ設定できます。各く cicl > にはその内容 
びお買い上げ時に設定されています。 

< cid > :1〜10 

-実行例 

(< cicl > 二3の場合） 

AT + CGEQREQ 二3回 
OK 

-パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGE 日 REQ 二：すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQREQ 二く cicl > :指定したく cicl > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQREQ ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGE 日 RE 日二？：設定可能な値の U ストを表示します。 


リザルトコード 


• ATV コマンドび n 二1(お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n 二日の場合は数字で U ヴルトコードび 
表示されます。 - P 48 

■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンの検出びでさません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です（通信ネットワークび混雑していま 
す。しばらくたってから接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• AT & E コマンドび n =0 に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末一基地局間の接続速度 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 
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• AT&E コマンドび n=l に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパソコン間の接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

1 4400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 57600 

57600 bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


《従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますび、 FOMA 端末-パソ 
コン間は USB ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

■ 通信プ日トコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通イ言で接続 （ BC 二 UDI 、+ CBST 二116,1,0) 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX0 び設定されているとを 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に 「 CONNECT 」 のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1 

ATX1 び設定されているとさ 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 (お買い上げ時）び設定されている場合 

接続完了のとさに、 「 CONNECT < FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V 1 び設定されている場合※] 

接続完了のとさに、次の書式で表示します。 

「 CONNECTCF 日 MA 端末-パソコン間の速度><通信プロトコル>く接続先 APN >/<上り方向 
( FOMA 端末^無線基地局間）の最高速度>/く下り方向（ド01\/1八端末^無線基地局間）の最高速度>」※^ 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /64/384 

( mopera . net に、上り最大 64 kbps 、 下り最大 384 kbps で接続したことを表します。） 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121己 

ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しくできないことびあります 。 AT 
¥ VO だけでのご利用をおすすめします。 

《2 AT ¥ V 1 び設定されている場合、く接続先 APN >1；| 降はパケットで接続している場合のみ表示されま 
す。 
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